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(54)【発明の名称】 内視鏡用洗浄消毒システム

(57)【要約】
【課題】内視鏡用洗浄消毒装置における洗浄・消毒工程
において電解水の効力を十分に発揮させることができ、
さらにより確実に内視鏡を洗浄消毒することが可能な内
視鏡用洗浄消毒システムを提供することにある。
【解決手段】電解水生成器１と洗浄消毒装置２とを組み
合わせた内視鏡用洗浄消毒システムにおいて、電解水生
成器１の制御部３に設けられた前記電解水の効力を設定
する設定部と、内視鏡１３の洗浄を制御する前記洗浄消
毒装置の制御部４とを有し、前記設定部の設定値に応じ
て前記洗浄消毒装置の動作状態を制御する制御信号を前
記洗浄消毒装置２の制御部４に発信するとともに前記電
解水生成器１の制御部３と前記洗浄消毒装置２の制御部
４とを前記電解水生成器１側に設けたことを特徴とす
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  電解水生成器と洗浄消毒装置とを組み合
わせた内視鏡用洗浄消毒システムにおいて、
前記電解水生成器の制御部に設けられた前記電解水の効
力を設定する設定部と、
内視鏡の洗浄を制御する前記洗浄消毒装置の制御部とを
有し、
前記設定部の設定値に応じて前記洗浄消毒装置の動作状
態を制御する制御信号を前記洗浄消毒装置の制御部に発
信するとともに前記電解水生成器の制御部と前記洗浄消
毒装置の制御部とを前記電解水生成器側に設けたことを
特徴とする内視鏡用洗浄消毒システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、電解水生成器と
洗浄消毒装置とを組み合わせた内視鏡用洗浄消毒システ
ムに関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡は体腔内の検査や治療の目的で頻
繁に使用されているが、これら内視鏡は使用後に必ず洗
浄消毒を行って清潔を保つ必要がある。この手段として
内視鏡用洗浄消毒装置が用いられており、これをより効
果的に行なうために、電解水を用いることが試みられて
いる。
【０００３】従来、生成される電解水は、その効力の調
節や性状を一定に保つことが困難であり、内視鏡用洗浄
消毒装置に電解水を用いる時、その効力を十分に発揮さ
せるのは難しかった。その解決策として、電解水の性状
をモニタし生成手段を調節することにより、安定した性
状の電解水を提供できるようにした内視鏡用洗浄消毒装
置が特開平１０－２２５４４０号公報として知られてい
る。
【０００４】また、電解槽で生成された電解水を貯蔵す
るタンクについては、特開平１－１２８８９４号公報で
知られている。該タンクは電解槽より電解水を取り込む
流入口と、タンク上面または側面上方に形成され下向き
に開口された流出口を有している。さらに、該タンクは
手での持ち運びが可能なようにグリップ部が形成されて
いる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、洗浄・
消毒工程の制御装置は通常洗浄消毒装置側に設けられて
おり、内視鏡の洗浄消毒の濯ぎ水として用いる電解水の
性状をモニタしても、その情報は洗浄消毒装置の洗浄・
消毒工程にはフィードバックされていないため、生成さ
れる電解水の効力は十分に発揮されていなかった。
【０００６】この発明は、前記事情に着目してなされた
もので、その目的とするところは、電解水生成器によっ
て生成された水が内視鏡用洗浄消毒にその効力を十分に
発揮する内視鏡用洗浄消毒システムを提供することにあ
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【０００７】
【課題を解決するための手段】この発明は、前記目的を
達成するために、電解水生成器と洗浄消毒装置とを組み
合わせた内視鏡用洗浄消毒システムにおいて、前記電解
水生成器の制御部に設けられた前記電解水の効力を設定
する設定部と、内視鏡の洗浄を制御する前記洗浄消毒装
置の制御部とを有し、前記設定部の設定値に応じて前記
洗浄消毒装置の動作状態を制御する制御信号を前記洗浄
消毒装置の制御部に発信するとともに前記電解水生成器
の制御部と前記洗浄消毒装置の制御部とを前記電解水生
成器側に設けたことを特徴とする。
【０００８】前記構成によれば、洗浄消毒装置の洗浄・
消毒工程の制御部を電解水生成器側に設けたことによ
り、電解水生成器によって電解水の効力を十分に発揮さ
せることができ、確実に内視鏡を洗浄消毒できる。
【０００９】
【発明の実施の形態】以下、この発明の実施の形態を図
面に基づいて説明する。
【００１０】図１は第1の実施形態を示し、電解水生成
器及び内視鏡用洗浄消毒装置の全体の概略的構成図であ
る。図１中、符号１は電解水生成器であり、２は内視鏡
用洗浄消毒装置である。電解水生成器１及び内視鏡用洗
浄消毒装置２はそれぞれ制御部３、４を持っている。制
御部３には生成水の効力を設定する図示しないノブがあ
り、それにより生成する電解水の効力設定を行い、その
効力設定に応じて制御部３において内視鏡用洗浄消毒装
置２の洗浄や消毒の工程を選択する。
【００１１】また、電解水生成器１には、電解助剤タン
ク５が配置され、電解助剤供給管６を介して電解槽７に
接続されている。さらに電解槽７の下流側には後述する
電解水供給管３３が接続されている。また、電解助剤供
給管路６の途中には、電解助剤ポンプ８が接続されてい
て、電解助剤供給管路６の電解助剤ポンプ８より上流部
に蛇口９等の水道水供給手段より水道水導入管１０の分
岐管１０ｂが接続されていて水道水が供給される。な
お、水道水導入管１０のもう一つの分岐管１０ａは後述
する第三の切替弁３４を介して供給口１４に接続されて
いる。
【００１２】一方、内視鏡用洗浄消毒装置２の上部には
洗浄消毒槽１１が配置されている。洗浄消毒槽１１には
カバー１２が設けられている。洗浄消毒槽１１の内部に
は内視鏡１３を載置する図示しない棚が設けられてい
る。
【００１３】さらに、洗浄消毒槽１１の内部側方には、
給水口１４、消毒液供給口１５、洗浄剤供給口１６が設
けられ、底部には吸引口１７が設けられている。また、
消毒液供給口１５の反対側には管路送液コネクタ１８が
設けられている。この管路送液コネクタ１８はアダプタ
用チューブ１９等を用いて内視鏡１３の管路に接続され
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【００１４】吸引口１７には、吸引管２０が接続され、
吸引管２０の途中には吸引ポンプ２１が設けられてい
る。この吸引管２０は吸引ポンプ２１の下流側で第一の
切替弁２２を介して管路送液コネクタ１８に接続されて
いる。なお、第一の切替弁２２は電磁式で、後述する電
解水供給管３３の分岐管３３ｂと、吸引管２０の接続を
選択するものである。
【００１５】内視鏡用洗浄消毒装置２の下方には洗浄剤
ボトル２３と消毒液タンク２４が配置されている。洗浄
剤ボトル２３には洗浄剤供給管２５が接続されていて、
洗浄剤供給管２５の途中には、洗浄剤ポンプ２６が設け
られている。洗浄剤供給管２５は洗浄剤ポンプ２６より
下流側で洗浄剤供給口１６に接続している。
【００１６】消毒液タンク２４は排出導入管２７を通じ
て洗浄消毒槽１１の底部に接続されている。排出導入管
２７の途中には第二の切替弁２８が介挿されている。第
二の切替弁２８は電磁式であり、この第二の切替弁２８
は通常、遮断しているが、洗浄消毒槽１１の中にある消
毒液を消毒タンク２４へ戻す時の還流と、洗浄消毒槽１
１に戻さずに外部に排出する時の排出管２９への接続と
の、管路切替を行うものである。なお、排出管２９の途
中には排出ポンプ３０が設けられている。
【００１７】さらに、消毒液タンク２４の底部には消毒
液供給管３１が接続されており、この消毒液供給管３１
の途中には消毒液ポンプ３２が設けられている。消毒液
供給管３１は消毒液ポンプ３２よりも下流側で上述した
消毒液供給口１５に接続されている。
【００１８】また、内視鏡用洗浄消毒装置２には、電解
水生成器１の電解槽７より電解水供給管３３が接続され
ている。なお、電解水供給管３３は、電解槽７の下流側
が２つの管路に分岐しており、その一方の分岐管３３ａ
が第三の切替弁３４を介して供給口１４に接続されてい
て、他方の分岐管３３ｂが上述した第一の切替弁２２を
介して管路送液コネクタ１８に接続されている。なお、
第三の切替弁３４は電磁式であり、電解水供給管３３と
水道水導入管１０の分岐管１０ａの接続を選択するもの
である。
【００１９】さらに蛇口９から水道水導入管１０ａを通
じて供給される水道水は、例えば、フィルターを設ける
などの手段によって、水道水に含まれる生菌が除去され
た状態で内視鏡用洗浄消毒装置２に供給される。なお、
水道水導入管１０は蛇口９より下流側に第三の切替弁３
４を介して供給口１４に接続されている。
【００２０】次に、第1の実施形態の作用について説明
する。
【００２１】洗浄消毒槽１１の図示しない棚に対象物の
内視鏡１３が載置されており、洗浄剤ボトル２３、消毒
液タンク２４にはそれぞれ、洗浄液、消毒液が必要量入
っている。なお、電解水生成器１ではその制御部３の図
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示しないノブにより生成する電解水の効力が設定され必
要量の電解水が生成される準備が整っている。
【００２２】また、内視鏡用洗浄消毒装置２における洗
浄・消毒工程は、電解水生成器１の制御部３の図示しな
いノブによる効力設定に応じ、制御部３から内視鏡用洗
浄消毒装置２の制御部４へ信号が送られ、制御部３での
電解水の効力設定に応じて、内視鏡用洗浄消毒装置２の
洗浄・消毒工程時間の選択・管理が自動的に行われるよ
うになっている。
【００２３】洗浄工程について説明する。
【００２４】蛇口９を開き電解水生成器１の電解助剤ポ
ンプ８を作動させ、水道水導入管１０の分岐管１０ｂを
通して電解助剤供給管６へ水道水を供給し、水道水と合
流した電解助剤を電解槽７に送り、電解水を生成する。
【００２５】生成した電解水を電解水供給管３３の分岐
管３３ａを通じ、第三の切替弁３４を介して洗浄消毒槽
１１へ貯留する。そして、この洗浄消毒槽１１に貯溜さ
れた電解水に内視鏡１３が浸漬され内視鏡１３の外表面
を洗浄する。その際、第二の切替弁２８は閉じている。
なお、第三の切替弁３４は所定量の電解水が洗浄消毒槽
５に貯留すると自動的に閉じ、それ以上の供給を止め
る。
【００２６】さらに、電解水生成器１において生成した
電解水は電解水供給管３３のもう一つの分岐管３３ｂ、
第一の切替弁２２を介して管路送液コネクタ１８へ電解
水を供給し、管路洗浄アダプタ１９を通じて電解水を内
視鏡１３の管路内に流し込み、内視鏡１３の管路内を洗
浄する。この時、内視鏡１３の洗浄時間は、電解水生成
器１の制御部３の図示しないノブによる効力設定を行う
ことにより、制御部３が内視鏡用洗浄消毒装置２におけ
る洗浄時間を決定し、該装置２の制御部４にその信号を
送ることで制御されている。
【００２７】洗浄工程が終了した後、第二の切替弁２８
を、排出導入管２７と排出管２９が接続するように、開
口し、排出ポンプ３０を作動させ、洗浄工程に用いた電
解水を内視鏡用洗浄消毒装置２外に排出する。
【００２８】続いて、リンス工程が行われる。この工程
では、蛇口９から、水道水導入管１０ａを通じ、第三の
切替弁３４を介して洗浄消毒槽１１に、水道水導入管１
０に設けられた図示しないフィルターによって除菌され
た水道水を流し込み、内視鏡１３の外表面をリンスす
る。この時、第二の切替弁２８は閉じている。さらに、
吸引ポンプ２１を作動させ洗浄消毒槽１１に貯留した水
道水を、吸引口１７から吸引管２０に吸引し、第一の切
替弁２２、管路送液コネクタ１８を介して管路洗浄アダ
プタ１９へ水道水を循環させ流し入れる。これにより内
視鏡１３の管路内をリンスする。
【００２９】続いて、消毒工程について説明する。
【００３０】消毒工程が始まると、第二の切替弁２８を
閉じ、消毒液ポンプ３２が作動し、消毒液供給管３１を
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通じて消毒液供給口１５から消毒液を洗浄消毒槽１１に
供給する。そして、この洗浄消毒槽１１に貯留された消
毒液中に内視鏡１３を浸漬させると共に、吸引ポンプ２
１を作動させ洗浄消毒槽１１内の消毒液を、吸引口１７
から吸引管２０に吸引し、第一の切替弁２２、管路送液
コネクタ１８を介して管路洗浄アダプタ１９へ消毒液を
循環供給し、内視鏡１３の管路内を消毒液で満たす。
【００３１】内視鏡１３の外表面が消毒液によって浸漬
され管路内にも消毒液が満たされることにより、内視鏡
１３の外表面及びその管路内共に消毒することができ
る。この時、内視鏡１３が消毒液に浸漬される時間は、
電解水生成器１の制御部３の図示しないノブによって生
成する電解水の効力を設定することにより、制御部３が
内視鏡用洗浄消毒装置２における消毒時間を決定し、該
装置２の制御部４にその信号を送ることで制御されてい
る。なお、消毒が終了すると、第二の電磁弁２８が消毒
液タンク２４側に切替えられ、排出導入管２７を通じて
消毒液タンク２４へ消毒液を回収する。
【００３２】次に、消毒液のリンスが行われる。このリ
ンス工程は、前述した洗浄工程後のリンス工程と同様で
ある。
【００３３】さらに消毒工程に電解水を用いることも可
能でありその時の洗浄・消毒工程について次に説明す
る。
【００３４】洗浄工程は蛇口９から、水道水導入管１０
ａを通じ、第三の切替弁３４を介して洗浄消毒槽１１に
水道水を貯留する。この時洗浄剤を適量添加してもよ
い。そして、電解水生成器１の制御部３から送られてき
た信号により洗浄工程が制御され、内視鏡１３の外表面
を洗浄する。
【００３５】さらに、吸引ポンプ２１により洗浄消毒槽
１１に貯留した水道水を、吸引口１７から吸引管２０に
吸引し、第一の切替弁２２、管路送液コネクタ１８を介
して管路洗浄アダプタ１９へ水道水を循環させ、内視鏡
１３の管路内を洗浄する。なお、蛇口９から供給される
水道水は、水道水導入管１０に設けられた図示しないフ
ィルターにより、生菌が除去された状態で内視鏡用洗浄
消毒装置２に供給される。
【００３６】また、この工程において、洗浄剤を添加す
る場合、洗浄剤ポンプ２６を作動させ、洗浄剤を洗浄剤
ボトル２３より洗浄剤供給管２５を介して、洗浄剤供給
口１６へ供給する。
【００３７】洗浄工程終了後、第二の切替弁２８を、排
出導入管２７と排出管２９を接続するように開口し、排
出ポンプ３０により、洗浄工程に用いた水道水を内視鏡
用洗浄消毒装置２外に排出する。続いて、リンス工程が
行われる。この工程では、前述したリンス工程と同じ工
程が実施される。
【００３８】次に、消毒工程が行われる。
【００３９】消毒工程は、前述した電解水を洗浄工程に
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用いたのと同様の工程が実施される。
【００４０】第1の実施形態によれば、内視鏡用洗浄消
毒装置２の洗浄・消毒工程の制御機構を電解水生成器１
側に設けたことにより、その内視鏡用洗浄消毒装置２に
おいて、電解水生成器１によって生成された水の効果が
十分に発揮される。
【００４１】図２は第２の実施形態を示し、第１の実施
形態と同一構成部分は同一番号を付して説明を省略す
る。
【００４２】第１の実施形態における電解水生成器１の
電解槽７の付近に、生成水の効力測定機構３５（例えば
ｐＨセンサー、有効塩素濃度センサー、酸化還元電位セ
ンサー等）を設けたものである。効力測定機構３５は、
電解槽７で生成された生成水を抽出し、その効力を測定
してモニタする。その結果は電解水生成器１の制御部３
に手動乃至自動的に送られるようになっている。
【００４３】第２の実施形態の作用は、第１の実施形態
に示した図１と同様である。但し、以下の点が異なる。
【００４４】第１の実施形態の作用における洗浄・消毒
工程において電解水を用いる際、電解水生成器１の制御
部３の図示しないノブを目的の効力を持つ電解水を生成
するように設定する。
【００４５】次に蛇口９を開き、電解助剤ポンプ８を作
動させ、水道水と合流した電解助剤を電解槽７に送り、
電解水を生成する。その後、生成水効力測定機構３５に
よって生成された電解水の一部が抽出され、その効力が
測定される。その測定結果はモニタされ手動乃至自動的
に制御部３に送られる。
【００４６】制御部３はその結果から内視鏡用洗浄消毒
装置２の洗浄・消毒時間を決定し、内視鏡用洗浄消毒装
置２の制御部４に信号を送る。それに従って、内視鏡用
洗浄消毒装置２の洗浄・消毒工程が行われる。
【００４７】本実施形態によれば、測定した電解水の効
力によって、内視鏡用洗浄消毒装置２の洗浄・消毒工程
を選択管理する機構を設けることにより、その内視鏡用
洗浄消毒装置２において、電解水生成器１によって生成
された水の効果が十分に発揮される。
【００４８】図３は第３の実施形態を示し、電解水生成
器及び内視鏡用洗浄消毒装置の全体の概略的構成図であ
る。
【００４９】図３中、符号４１は電解水生成器であり、
４２は電解水タンクである。さらに４３は内視鏡用洗浄
消毒装置である。電解水生成器４１及び内視鏡用洗浄消
毒装置４３はそれぞれ制御部４４、４５を有している。
【００５０】制御部４４は、生成する電解水の性能調節
を行なう機構を有し、生成する電解水の効力を制御部４
５に送り、内視鏡用洗浄消毒装置４３の洗浄・消毒工程
を選択管理する機構を持っている。
【００５１】内視鏡用洗浄消毒装置４３の上部には洗浄
消毒槽４６が配置されている。洗浄消毒槽４６には上部
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7
開口を開閉するカバー４７が設けられている。洗浄消毒
槽４６の内部には内視鏡４８を固定するための図示しな
い棚が設けられている。
【００５２】さらに、洗浄消毒槽４６の内部側面には、
給水口４９が、底部には吸引口５０が設けられている。
また、給水口４９の反対側には管路送液コネクタ５１が
設けられている。この管路送液コネクタ５１はアダプタ
用チューブ５２を介して内視鏡４８の管路に接続され
る。
【００５３】吸引口５０には、吸引管５３が接続され、
吸引管５３の途中には吸引ポンプ５４が設けられてい
る。この吸引管５３は吸引ポンプ５４の下流側で第一の
切替弁５５を介して管路送液コネクタ管５１と接続され
ている。なお、第一の切替弁５５は、管路送液コネクタ
管５６と吸引管５３の接続を選択するものである。
【００５４】内視鏡用洗浄消毒装置４２の下方には洗浄
剤ボトル７１と消毒液タンク５７が配置されている。洗
浄剤ボトル７１には洗浄剤供給管７２が接続されてい
て、洗浄剤供給管７２の途中には、洗浄剤ポンプ７３が
設けられている。洗浄剤供給管７２は洗浄剤ポンプ７３
より下流側で洗浄剤供給口７４に接続している。
【００５５】消毒液タンク５７は排出導入管５８を通じ
て洗浄消毒槽４６の底部に接続されている。排出導入管
５８の途中には第二の切替弁５９が設けられている。第
二の切替弁５９は電磁式であり、この第二の切替弁５９
は通常遮断しているが、洗浄消毒槽４６の中にある電解
水を外部に排出する時の排出管６０への接続の管路切替
えを行なうものである。なお、排出管６０の途中には排
出ポンプ６１が設けられている。
【００５６】さらに、消毒液タンク５７の底部には消毒
液供給管７５が接続されており、この消毒液供給管７５
の途中には消毒液ポンプ７６が設けられている。消毒液
供給管７５は消毒液ポンプ７６よりも下流側で上述した
消毒液供給口７７に接続されている。
【００５７】また、内視鏡用洗浄消毒装置４３には、電
解水タンク４２より電解水供給管６２が接続されてい
る。なお、電解水供給管６２は、第三の切替弁６３を介
して供給口４９に接続されている。なお、第三の切替弁
６３は電磁式であり、電解水供給管６２と水道水導入管
６４を選択するものである。
【００５８】なお、水道水導入管６４は蛇口６５より下
流側に第三の切替弁６３を介して、供給口４９に接続さ
れている。
【００５９】電解水タンク４２には、電解水生成器４１
の電解槽７８より、電解水タンク４２の上部に電解水導
入管６６が接続されている。なお、電解水導入管６６の
途中には第一の逆止弁６７が設けられている。また、電
解水タンク４２の下部には電解水供給管６２が接続され
ている。なお電解水供給管６２には管路送液コネクタ管
５６が接続し、管路送水コネクタ５１およびアダプタ用
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チューブ５２を介して内視鏡４８に電解水を供給する。
さらに電解水供給管路６２の途中には第二の逆止弁６８
が設けられている。
【００６０】前述のように構成することによって、流入
する電解水の量に伴ない内部タンク７０の形状が自由に
変化することで、電解水と空気の接触を防ぐことができ
る。
【００６１】ところで、本実施形態における電解水生成
器４１は、図４～図７に示すように、電解槽７８に入る
水の性状を一定にする機構を有している。
【００６２】図4は、予備タンク８０を備えており、予
備タンク８０は接続管８１を介して電解槽８２に接続さ
れ、この電解槽８２は電解水供給管８３を介して内視鏡
用洗浄消毒装置４３に接続されている。予備タンク８０
には水道水導入管８４及び電解助剤タンク８５が設けら
れ、内部には電解槽８２に入る水の性状を一定にする機
構８６が設けられている。
【００６３】図５は、予備タンク８０の内部にヒーター
８７及び温度センサー８８が設けられている。ヒーター
８７及び温度センサー８８はヒーター制御機構８９に接
続されていて、水温を一体に保つようになっている。
【００６４】図６は、予備タンク８０の内部に攪拌機９
０が設けられ、この攪拌機９０は予備タンク８０の上部
に設けられたモータ９１によって回転し、濃度を一定に
保つようになっている。
【００６５】図７は、予備タンク８０の内部に電解助剤
濃度センサー９２が設けられ、この電解助剤濃度センサ
ー９２はリード線９３ａを介して電解助剤濃度制御機構
９４に接続されている。また、水道水導入管８４には給
水量制御機構９５が設けられ、電解助剤タンク８５には
電解助剤投入制御機構９６が設けられている。そして、
給水量制御機構９５及び電解助剤投入制御機構９６はリ
ード線９３ｂ，９３ｃを介して電解助剤濃度制御機構９
４に接続されている。そして、濃度を把握して電解助剤
と給水を制御することによって濃度を一定に保つように
なっている。
【００６６】従って、電解水と空気の接触が防げるた
め、電解水中の塩素濃度の減少が防げる。その結果、殺
菌効力の優れた電解水を長期間保存することが可能とな
る。
【００６７】図８は第４の実施形態を示し、第３の実施
形態と同一構成部分は同一番号を付して説明を省略す
る。図８は電解水タンク４２の全体構成を示し、電解水
タンク４２には電解水生成器４１と電解水導入管６６が
接続されている。なお、電解水導入管６６は電解水タン
ク４２の上部に結合され、電解水タンク４２の底部には
電解水供給管６２の先端が開口している。さらに、電解
水導入管６６の途中には第一の逆止弁６７が設けられ、
電解水供給管６２の途中には第二の逆止弁６８が設けら
れている。
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【００６８】電解水タンク４２は外側の外枠６９と内部
タンク７０とならなり、外枠６９は例えばプラスチック
などの素材でできており一定の形状を有する。一方、内
部タンク７０は例えばゴムのような弾性を有した素材で
できており、供給される電解水の量に応じて自由に形状
を変化させる。
【００６９】本実施形態の作用は、第３の実施形態と同
様である。但し、以下の点が異なる。前記の構成によ
り、電解水導入管６６を通って電解水タンク４２に流入
する電解水の量の変化にともない、形状が自由に変化す
ることで、電解水と空気の接触を防ぐことができる。
【００７０】従って、電解水と空気の接触が防げるた
め、電解水中の塩素濃度の減少が防げる。その結果、殺
菌効力の優れた電解水を長期間保存することが可能とな
る。
【００７１】図９は第５の実施形態を示し、第３の実施
形態と同一構成部分は同一番号を付して説明を省略す
る。図９は電解水タンク４２の全体構成を示し、外枠６
９と内部タンク７０より構成される。電解水タンク４２
には電解水生成器４１と電解水導入管６６が接続されて
いる。なお、電解水導入管６６は電解水タンク４２の上
部に結合され、電解水タンク４２の底部には電解水供給
管６２の先端が開口している。さらに、電解水導入管６
６の途中には第一の逆止弁６７が設けられ、電解水供給
管６２の途中には第二の逆止弁６８が設けられている。
電解水タンク４２の内部には浮き蓋７０ａがあり、浮き
蓋７０ａの一部は電解水導入管６６が貫通している。
【００７２】本実施形態の作用は、第３の実施形態と同
様である。但し、以下の点が異なる。前記の構成によ
り、電解水導入管６６を通って電解水タンク４２に流入
する電解水の量の変化にともない、浮き蓋７０ａの位置
が自由に変化することで、電解水と空気の接触を防ぐこ
とができる。
【００７３】従って、電解水と空気の接触が防げるた
め、電解水中の塩素濃度の減少が防げる。その結果、殺
菌効力の優れた電解水を長期間保存することが可能とな
る。
【００７４】図１０は第６の実施形態を示し、第３の実
施形態と同一構成部分は同一番号を付して説明を省略す
る。図１０は電解水タンク４２の全体構成を示し、外枠
６９と内部タンク７０より構成される。電解水タンク４
２は電解水生成器４１と電解水導入管６６が接続されて
いる。なお、電解水導入管６６は電解水タンク４２の上
部に結合され、電解水タンク４２の底部には電解水供給
管６２の先端が開放されている。さらに、電解水導入管
６６の途中には第一の逆止弁６７が設けられ、電解水供
給管６２の途中には第二の逆止弁６８が設けられてい
る。また、内部タンク７０は蛇腹構造を持ち、電解水導
入管６６より流入する電解水の量に応じて蛇腹が伸び縮
みする。
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【００７５】本実施形態の作用は、第３の実施形態と同
様である。但し、以下の点が異なる。前記の構成によ
り、電解水導入管６６を通って電解水タンク４２の内部
タンク７０に流入する電解水の量の変化にともない、内
部タンク７０の蛇腹が伸び縮みすることで、電解水と空
気の接触を防ぐことができる。
【００７６】従って、電解水と空気の接触が防げるた
め、電解水中の塩素濃度の減少が防げる。その結果、殺
菌効力の優れた電解水を長期間保存することが可能とな
る。
【００７７】前述した各実施形態によれば、次のような
構成が得られる。
【００７８】（付記１）電解水生成器と洗浄消毒装置と
を組み合わせた内視鏡用洗浄消毒システムにおいて、前
記電解水生成器の制御部に設けられた前記電解水の効力
を設定する設定部と、内視鏡の洗浄を制御する前記洗浄
消毒装置の制御部とを有し、前記設定部の設定値に応じ
て前記洗浄消毒装置の動作状態を制御する制御信号を前
記洗浄消毒装置の制御部に発信するとともに前記電解水
生成器の制御部と前記洗浄消毒装置の制御部とを前記電
解水生成器側に設けたことを特徴とする内視鏡用洗浄消
毒システム。
【００７９】（付記２）洗浄・消毒工程の制御部は、測
定した電解水の効力によって内視鏡用洗浄消毒装置の洗
浄・消毒工程を選択管理する機構であることを特徴とす
る付記１記載の内視鏡用洗浄消毒システム。
【００８０】（付記３）電解槽にて生成された電解水を
保存する電解水タンクにおいて、その本体の少なくとも
一部の形状が変化することを特徴とする内視鏡用洗浄消
毒装置に用いる電解水タンク。
【００８１】（付記４）前記本体の形状の変化が弾性を
有する材質によることを特徴とする付記３記載の電解水
タンク。
【００８２】（付記５）前記本体の形状の変化が本体内
部の浮き蓋によることを特徴とする付記３記載の電解水
タンク。
【００８３】（付記６）前記本体の形状の変化が本体の
少なくとも一部の蛇腹構造により得られることを特徴と
する付記３記載の電解水タンク。
【００８４】付記１によれば、内視鏡用洗浄消毒装置の
洗浄・消毒工程の制御部を電解水生成器側に設けたこと
により、本体である内視鏡用洗浄消毒装置における洗浄
・消毒工程において電解水の効力を十分に発揮させるこ
とができ、さらにはより確実に内視鏡を洗浄消毒するこ
とが可能になる。
【００８５】付記２によれば、洗浄・消毒工程の制御部
が、測定した電解水の効力によって内視鏡用洗浄消毒装
置の洗浄・消毒工程を選択管理する機構であって、生成
される電解水の効力に合わせて、手動乃至自動的に内視
鏡用洗浄消毒装置の洗浄・消毒工程が選択・管理される
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ため、電解水の効力を十分に発揮させることができ、さ
らにより確実に内視鏡を洗浄消毒することが可能にな
る。
【００８６】付記３～６によれば、電解水タンクの少な
くとも一部が流入する電解水の量に応じて形状を変化さ
せる機構を施すことにより、タンク内腔への空気の流入
を防ぐことができる。
【００８７】
【発明の効果】以上説明したように、この発明によれ
ば、電解水生成器と内視鏡用洗浄消毒装置を組み合わせ
てなる内視鏡用洗浄消毒システムにおいて、内視鏡用洗
浄消毒装置の洗浄・消毒工程の制御部を電解水生成器側
に設けたことにより、本体である内視鏡用洗浄消毒装置
における洗浄・消毒工程において電解水の効力を十分に
発揮させることができ、さらにより確実に内視鏡を洗浄
消毒することが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の第１の実施形態を示し、電解水生成
器を有する内視鏡用洗浄消毒装置の全体の概略的構成
図。
【図２】この発明の第２の実施形態の電解水生成器の構
成図。
【図３】この発明の第３の実施形態を示し、電解水生成*

12
*器を有する内視鏡用洗浄消毒装置の全体の概略的構成
図。
【図４】同実施形態の変形例１を示す電解水生成器の構
成図。
【図５】同実施形態の変形例２を示す電解水生成器の構
成図。
【図６】同実施形態の変形例３を示す電解水生成器の構
成図。
【図７】同実施形態の変形例４を示す電解水生成器の構
成図。
【図８】この発明の第４の実施形態を示し、電解水生成
器の構成図。
【図９】この発明の第５の実施形態を示し、電解水生成
器の構成図。
【図１０】この発明の第６の実施形態を示し、電解水生
成器の構成図。
【符号の説明】
１…電解水生成器
２…内視鏡用洗浄消毒装置
３…制御部（電解水生成器の）
４…制御部（内視鏡用洗浄消毒装置の）
１３…内視鏡

【図１】 【図２】

【図４】
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